




环境活动报告

Environmental protection

環境問題を世界的視野でとらえるために
私たちが直面している地球環境問題は、日々新しい情報が更新され、世界中のさま

ざまな地域で問題が認識されてきています。東芝キヤリアグループは、事業を行ってい
く上で発生する環境負荷を低減するための方向性をグループ全員で共有し、問題を解
決する施策を提案できるよう定期的に階層別の環境教育を行っています。

自分にできる小さいことから取り組んでいます
私は、2009年度に入社し、富士事業所の経理を担当しています。先輩に仕事を教えていただきながら、

日々新しいことに挑戦しています。新入社員導入教育の中で同期約50名と環境教育を受講しました。一般
環境知識やグループの環境活動の紹介があり、事業所で発生する廃棄物を分別しているリサイクルセン
ターを見学しました。その後、実際に工場での組み立てライン研修の場でも廃棄物を丹念に分別しなが
ら家庭用エアコン製造に携わりました。環境活動といえば小学生の頃、地元富士市の川の清掃を学校全
体で実施した記憶がありますが、最近ではなかなかそういう機会もありません。東芝キヤリアグループの
一員として、自分ができる小さいこと、例えばエネルギーの削減や資源の有効活用などの環境活動を行っ
ていきながら、将来的には屋上などを利用した緑化なども事業所の活動の中でできれば、楽しく工場のエ
ネルギー削減などに寄与できるのではと考えています。

徹底したパトロール活動と訓練は怠りません
東芝キヤリア富士事業所では、月に2回環境パトロールを実施しています。全
部門から選出された約20名の審査員が各部門を月ごとにチェックし、問題の早
期発見・解決につながっています。また、事業所内の大きい環境負荷を持つ施
設・設備を中心に、異常想定訓練を行っています。事故が発生した場合を想定し、
実際の対応と同じ手順に沿って訓練を実施し、その結果、手順や施設の構造など
に問題が発見された場合は、改善を行っています。定期的にパトロールや訓練を
行うことにより、従業員の環境に対する意識の向上にも役立っています。

「環境経営情報システム」で収集する各データを今後の活動に
東芝グループでは事業プロセスで排出される環境負荷に対して、「第4次環境活動計画（ボランタリープラン）」の目標値に対して
の実績値を把握するために、エネルギーの使用量、廃棄物の発生量、化学物質の使用量などの環境負荷データや環境会計の各デー
タを各拠点から入力し、一括管理できる「環境経営情報システム」を構築しています。東芝キヤリアグループでもこのシステムを活用
し、各データを収集しています。各拠点での環境活動における問題点の早期発見や、目標に対する着実な改善に役立っています。

グループ内のさらなる認証へ向けて、より積極的な取り組みを
東芝キヤリアグループでは、環境活動の第三者認証として、ISO14001を取得し、継続的
に審査を受けています。2009年3月時点では、以前から更新審査を継続している東芝キヤ
リア(株)富士事業所、津山事業所に加え、富士冷熱工業(株)が新たに取得し、グループの
三大製造拠点がすべて取得を完了しました。

環境教育　 Environmental Education / 环保教育活动

環境パトロール / 異常想定訓練　 Environmental Patrol  and Emergency Drill / 环保监察巡逻队和突发紧急事故演习

環境経営情報システムの活用　 Utilization of Environmental Management Information System / 环境信息系统的灵活应用

I SO  14001 認証拠点　 ISO 14001-certifi ed Sites / 通过ISO 14001认证的网点

経理担当

竹内 千陽
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■ 認証を取得している会社および拠点
（2009年3月現在）

東芝キヤリア(株)　品川本社
東芝キヤリア(株)　富士事業所
東芝キヤリア(株)　津山事業所
東芝キヤリア(株)　掛川事業所
東芝キヤリアエンジニアリング(株)
富士東芝キヤリアプロダクツ(株)
東芝キヤリアリビングサービス(株)
(株 )キャリア総合サービス
富士冷熱工業(株)

環境パトロールの様子

事業所内での訓練の様子

環境教育
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東芝キヤリアグループの概要　 Introduction of Toshiba Carrier Group / 东芝开利集团的简介

東芝キヤリアグループのあゆみ　 History of Toshiba Carrier Group / 东芝开利集团的沿革

会社概要

社　　名： 東芝キヤリア株式会社

営業開始： 1999年4月 （株）東芝 空調・設備事業部と
キヤリア社の合弁会社として東芝キヤリア（株）発足

所 在 地： 本社事務所／東京都港区高輪三丁目23番17号
　　　　　　品川センタービルディング
富士事業所／静岡県富士市蓼原336番地
掛川事業所／静岡県菊川市加茂1300番地の3
津山事業所／岡山県津山市国分寺555番地

代 表 者： 取締役社長　不破 久温

資 本 金： 115億1,000万円（2009年7月現在）

従業員数： 約2,700名（2009年7月現在）（グループ約3,200名）

株　　主： 東芝コンシューマエレクトロニクス・ホールディングス60％、
Carrier Corporation40％

主要品目： 1） ルームエアコン、ハウジングエアコン、カスタムエアコン、 
パッケージエアコン、列車用空調装置

2） ヒートポンプ給湯機
3） チラー、ファンコイルユニット
4） コールドチェーン機器（ショーケース、 
冷凍機、クーリングユニット）

5） ロータリーコンプレッサー、レシプロコンプレッサー、 
スクロールコンプレッサー
6） 換気扇、換気システム
7） インバーター装置

企業活動など
1943（S18） 操業開始〔東京芝浦電気（株）〈現（株）東芝〉富士工場〕

1959（S34） ウインド形ルームクーラー製造開始

1962（S37） スプリット形ルームクーラー製造開始

1970（S45） コンプレッサー移管製造開始､列車クーラー製造開始

1971（S46） 冷凍車冷凍装置製造開始

1978（S53） 世界初のマイコン制御エアコン開発

1981（S56） 世界初業務用インバーターエアコン量産開始

1982（S57） 世界初家庭用インバーターエアコン量産開始

1988（S63） ツインロータリー搭載エアコン量産開始

1993（H5） 電気代約1/2の家庭用エアコンを発売

1998（H10） HFC-R410A（オゾン層破壊係数ゼロ）小形エアコン発売

1999（H11） 東芝キヤリア（株）発足
〔（株）東芝 空調･設備事業部と米国キヤリア社の合弁会社として発足〕
東洋キヤリア工業（株）は東芝キヤリア（株）の100%出資子会社となる

2000（H12） HFC-R410A業務用エアコン発売
R407C業務用大形空冷チラーならびにパッケージ発売

2002（H14） イソブタン冷媒コンプレッサー開発

2003（H15） ルームエアコン累計2,000万台生産達成
HFC-R410Aビルマルチエアコン発売

2004（H16） 柳町事業所（川崎市）を富士事業所に統合

2005（H17） RoHS対応機種の出荷開始

2006（H18） R410Aスーパーフレックスモジュールチラー発売

2008（H20） グループ内3社統合

2009（H21) ルームエアコン製造50周年

環境活動など
1972（S47） 水質測定室新設（社内自主分析）

1989（S64）
1989（H1）

環境担当発足
トリクロロエチレン使用廃止

1993（H5） 省エネ大賞通商産業大臣賞受賞（ルームエアコンTWINDD）
洗浄用フロン（CFC-113）使用廃止

1994（H6） 1,1,1-トリクロロエタン使用廃止

1997（H9） ジクロロメタン使用廃止､廃棄物焼却炉全廃
（株）東芝　富士工場がISO14001を取得

1998（H10） 改正省エネ法のトップランナー基準値として選定
省エネ大賞通商産業大臣賞受賞（ルームエアコン大清快）

1999（H11） HFC-R410A全面回収開始
省エネ大賞通商産業大臣賞受賞（ルームエアコン大清快）

2000（H12） オゾン層保護大賞優秀賞受賞

2002（H14） フロン回収破壊法の事業者登録
（富士事業所・津山事業所・掛川事業所）

2003（H15） 環境報告書初発行

2004（H16） 環境推進室発足
電力平準化機器･システム （財）ヒートポンプ･蓄熱センター振興賞受賞
｢新冷媒インバーターエコ･アイスmini｣

2005（H17） 電力平準化機器･システム　資源エネルギー庁長官賞受賞
｢スーパーモジュールマルチ氷蓄熱シリーズ｣

2006（H18） 東洋キヤリア工業（株）津山事業所がISO14001を取得
スーパーフレックスモジュールチラーが省エネ大賞経済産業大臣賞
受賞、建設・設備総合協会主催 環境・設備デザイン賞優秀賞受賞、
（株）東芝 環境賞優秀賞受賞

2007（H19） 富士事業所、津山事業所がエネルギー管理優良工場として
それぞれ関東経済産業局長賞、中国経済産業局長賞を受賞

2008（H20） 省エネ大賞ダブル受賞
・  省エネ大賞経済産業大臣賞受賞 
（スーパーパワーエコキューブシリーズ）
・  省エネ大賞省エネルギーセンター会長賞受賞 
（ルームエアコン大清快）

国内主要関係会社
東芝キヤリア空調サービス株式会社
空調設備の保守サービス

東芝キヤリアエンジニアリング株式会社
空調機器、冷凍機器の開発、設計、製造、
販売

富士東芝キヤリアプロダクツ株式会社
空調機器、冷凍機器、換気扇等の製造

東芝キヤリアリビングサービス株式会社
物品販売、厚生施設の管理・運営

富士冷熱工業株式会社
冷凍車用冷凍装置、コンプレッサー、
空調用部品の製造

東芝テクノシステム株式会社
空調設備機器等の修理、保守

株式会社キャリア総合サービス
空調機器および部品の製造、梱包、
出荷、販売およびサービス

海外主要関係会社
東芝キヤリアタイ社
小形エアコンの設計、製造、販売

東芝キヤリア英国社
業務用カスタムエアコンの販売

広東美芝制冷設備有限公司
ロータリーコンプレッサーの製造、販売

広東美芝精密製造有限公司
ロータリーコンプレッサーの製造

広東美的制冷設備有限公司
空調機器の開発、設計、製造、販売

広東美的商用空調設備有限公司
業務用空調機器の開発、設計、製造、
販売、据付

広東美的集団蕪湖制冷設備有限公司
空調機器の製造

美的集団武漢制冷設備有限公司
空調機器の製造

東芝開利空調販売（上海）有限公司
空調機器の販売

web
※その他の省エネ大賞受賞につきましてはwebをご覧ください。 

http://www.toshiba-carrier.co.jp/kankyo/index_j.htm
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社会・環境報告書に対する第三者所見　 Observation by Third Party on Our CSR Report / 第三方对社会·环境报告书的意见

◆ 生物多様性にいち早く着目

昨年のトピックスは地球温暖化でしたが、今年は生物多
様性が取り上げられています。来年2010年は、国連の定め
た「国際生物多様性年」であり、生物多様性条約第10回締
約国会議（COP10）が名古屋で開催されます。本年からは
わが国の環境白書にも、生物多様性白書が加わりました。
このような時代の要請に対応し、特集１ではわかりやす
い読み物として生物多様性を紹介しています。さらに特集
２として、社員の皆さんの座談会を設けられたのは、いろ
いろな立場の意見が反映され、参加者一人ひとりの声が聞
こえる試みとしてたいへん良いと思います。自然環境に恵
まれた津山事業所の紹介も生物多様性のテーマにふさわ
しい内容となっています。

◆ 「社会・環境報告書」としての役割

2009年版では、環境報告書から社会・環境報告書へと
進化し、社会性報告が一層充実した内容となっています。
お客さまへの責任についての記述では、製品の安全確保
のためリコール品について紹介されており、たとえネガ
ティブ情報であっても積極的に情報開示される姿勢は高く
評価できます。
環境報告書を作成する企業は年々増え、社会的な認知
度も高まってきています。報告書の読者は、顧客、株主など
外部の関係者だけではありません。従業員の皆さんが情報

を共有し、「環境創造企業」という企業理念が一人ひとりの
意識に浸透されるよう、この社会・環境報告書が活用され
ることを期待します。

◆ 簡潔さと情報量の豊富さ

環境報告書は情報開示のための重要なツールであり、
さまざまな環境情報の提供が期待されています。同時に、
幅広く読者を惹きつけるためには、読みやすさ、簡潔さが
求められるため、報告書本文とWeb情報との使い分けが
重要です。報告書とWebサイトの項目を統一し、より詳細
な情報やデータ資料などはWeb情報を参照できるよう、
報告書と一体的なWebサイトを検討されてはいかがでしょ
うか。

◆ 中長期的な将来像への期待

2005年度から取り組まれている「環境ボランタリープラ
ン」では、2010年度達成目標に向けて、全般的に着実に環
境パフォーマンスが上がっています。低炭素社会、持続可
能な社会を目指して、中長期的な視点で世界全体が動こう
としている中で、東芝キヤリアでは50年後を見据えた仁王
悟空（2059）プロジェクトを立ち上げられました。このプロ
ジェクトを通じてどのような具体的な将来像を示されてい
くのか今後に期待します。

広報担当

酒井 誠

富士常葉大学
環境防災学部准教授

杉山 涼子
●プロフィール
大阪大学工学部環境工学科卒業
米国インディアナ大学大学院修士課程（生態学専攻）修了
東京工業大学大学院博士後期課程（社会工学専攻）単位取得退学
中央環境審議会臨時委員（環境省）
社会資本整備審議会・交通政策審議会臨時委員（国土交通省）
食料・農業・農村政策審議会専門委員（農林水産省）
神奈川県環境審議会委員
川崎市環境保全審議会委員
静岡県環境影響評価審査会委員
富士市都市計画審議会委員
など

第三者による所見を受けて
昨年度に引き続き、杉山先生に第三者所見のメッセージをいただき、前回の所見において課題として、
中文併記の指摘がありました。今年度、題目には英文／中文併記を採用し、環境経営責任者メッセージは
必要に応じ、英文と中文の差込みを用意しました。本年からは、社会・環境報告書として、環境関連の情報
とともに、東芝キヤリアグループの社会性報告の情報もより詳しく開示しています。昨年度に引き続き、増
え続けていく情報量の多さやコンテンツの内容をマテリアリティ（重要性）で選択掲載し、その他の情報は
Webを用いています。今後さらに、ステークホルダーとのコミュニケーションが活発になるよう、受け取る
側にとっての情報入手の容易さやわかりやすさを念頭に置いたWeb構成などの必要性を感じており、より
広い読者層への情報開示方法を検討していきたいと思います。
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●東芝キヤリア株式会社のホームページ
http://www.toshiba-carrier.co.jp/

初版　2009年9月発行
厳しい基準に従い、適切に管理された森林の
木材を原料にしている紙を使用しました。

有機物質を含んだ廃液が少ない、
水なし印刷方式で作成しました。

ＶＯＣ（揮発性有機化合物）成分ゼロの環境に
配慮した100％植物油インキを使用しました。

ハッピー・葉ッパーとハニー・葉ッパーは緑の国の親善大使
東芝キヤリアグループと協力して

地球温暖化防止を呼びかけています。

ハッピー・葉ッパー ハニー・葉ッパー




